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自ら問いをもち、解決する          校長  青木  雄二  

 校庭の稲田桜の枝先に小さな芽が出ていました。寒い日もありますが、春は確実に近付いていま

す。新年のご挨拶をしたのがついこの間のようですが、はや２月を迎えました。元日の能登半島地

震から１ヶ月。二次避難や仮設住宅など、復旧・復興には、まだまだ時間がかかりそうです。 

先月号で地震や空港事故に触れ、改めて安全・安心を守る決意をお伝えしましたが、１月２４日

に学区内で火災が発生しました。焦げ臭い匂いが漂ったり、校庭を白い煙が覆ったりと学校に居た

子どもたちも心配な様子でした。現場付近は消火活動で数多くの消防や警察の署員・車両で騒然と

していました。学校としては鎮火を確認し、現場付近に帰る児童については、教員が付き添って登

校班で集団下校したり、その対応や無事帰宅したことを一斉メールでお伝えしたりしました。火災

の概要や現場に近付かない注意などを放送で全校に伝え、大きな不安を抱えながらも、通常下校す

る児童も含め、全ての児童は指示を守って落ち着いて行動できました。日頃の避難訓練などの成果

を実感しました。今後も決して油断することなく、子どもたちの命と健康を守ってまいります。 

先月は心弾む明るい活動もありました。１７日のスチールパンオーケストラの演奏の鑑賞です。

楽器発祥の地、トリニダード・トバゴの美しい海を想起させる澄んだ音色を初めて聴く子どもたち。

ノリノリで踊る場面もあり、貴重な体験を心から楽しみました。 

これに先がけて、スチールパン調べを呼びかけたところ、計２４名の３・４ 

・６年生が、楽器のつくり・由来・発祥国や世界の特徴ある楽器の紹介などを 

まとめてくれました。演者や学校評議員の方々に好評でした。放送室前に掲示

掲        したので、土曜公開にご覧いただけたと思います。以前のハンガリー元柔道代 

表選手の来校の際も同様でしたが全員に課される宿題ではなく、興味関心から 

自主的に調べてみる、さらに疑問を広げたり、深めたりすることが大変重要だと考えます。ＡＩの 

発達により疑問の「解（答え）」は簡単・正確に手に入る 

ようになるでしょうが、そもそも不思議に思ったり、知り 

たい！と強く願ったりする「問い」をもつことは人間、そ 

の人物にしかできないのではないでしょうか。３月までの 

学習の中で、稲田小の子どもたちが知的好奇心や課題解決 

への意欲、自主性を高められるよう指導してまいります。 

２月の予定 
日 月 火 水 木 金 土 
    1日 2日 3日 

  
 

    
 

神谷中ＳＦ研究発表会

土曜時程（4 時間授業） 

都の北学園内覧会 

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 
地域お別れ会

都の北学園内覧会 

あいさつ運動始 

委員会 

4時間授業 

たてわり班遊び報告日 

4時間授業 読み聞かせ クラブ 

たてわり班会議  

あいさつ運動終 

持久走チャレンジ終 

開校記念日 

（８４周年） 

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 
建国記念の日 振替休日 たてわり班遊び 

短なわチャレンジ始

代表委員会 

児童集会 

避難訓練 

  
  

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 
  きらきら０年生プロジェクト１年 5時間授業 6年 

保護者会（６年） 

きらきら０年生プロジェクト１年 

登校班会議 ５時間授業 12345 年 

感謝の集い 6年 

きらきら０年生プロジェクト１年 

天皇誕生日   

25日 26日 27日 28日 29日 ３月 1日 2日 
    

 
  都の北学園通学路の

確認（朝） 

短なわチャレンジ終 

4時間授業 1234年 

５時間授業 56年 

閉校記念児童集会 

安全指導 

土曜授業 

1 時間授業 1234 年 

４時間授業 56年 

閉校式 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ 日 

北 区 立 稲 田 小 学 校 

校  長   青  木   雄  二 

 

 学校だより 

 

これは 何かな？ 


